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論 文 内 容 の 要 旨  
合成開口レーダ（SAR）技術は、全天候条件において光学画像に対し優れた利点を示すため、地球観測で広
く使用されている。既存の衛星搭載 SARに対して、近年高い時間的分解能の需要が増加している。安価な
小型衛星の最近のブームにより、小型衛星のコンステレーションによって時間的および空間的に高い分解
能が可能になっている。この SARシステムの小型化における主な課題は、特に低周波での SAR観測には不
適切な大型 SARアンテナである。 そこで、本研究では 150kg級の小型衛星に対応した小型の Lバンド SAR
観測ミッションを提案した。SARシステムのアンテナの小型化と軽量化によって、アンテナの収納効率と
展開可能性を向上させることができた。本研究では、小型衛星に適した CP-SAR Lバンドアンテナの設計お
よび性能試験を行った。また、リフレクタの研究モデルを構築し、2つの異なる方法を使用してアンテナ
表面の検証を行った。アンテナの放射パターンは、電波無響室内にて測定した近傍電界分布から変換した。
この結果は、シミュレーション結果と十分に一致することを確認した。以上より、本研究成果は地球観測
用小型衛星 SARの技術発展に貢献すると考えられる。 
本研究においては、原著論文（筆頭著者）2編、国際学会論文 9編、国内学会論文 2編を既に発表してい
る。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  
合成開口レーダ（SAR）技術は、全天候条件において光学観測に対して優位性があり、地球観測で広く使用
されている。既存の衛星搭載 SAR に対し、災害監視などの目的で高い時間的分解能への需要が増加してい
る。小型衛星のコンステレーションによる SAR 観測が実現されれば、時間的および空間的に高い分解能が
可能になる。SAR システムの小型化における課題として、特に低周波での SAR 観測で小型衛星には搭載が
困難な大型アンテナが必要となることが挙げられる。 そこで、本研究では 150 kg 級の小型衛星に対応し
た小型・軽量の L バンド SAR 観測ミッションを提案し、円偏波(CP)SAR 用のメッシュアンテナの設計およ
び性能試験を行った。まず、研究モデルとしてのリフレクタを製作し、メッシュ表面の 3Dスキャン法およ
び近接場アンテナ測定法の二つの異なる方法を使用してアンテナの表面形状の精度を検証した。アンテナ
の放射パターンは、電波無響室内において測定した近傍電界分布から推定した。これらの結果はシミュレ
ーションと良い精度で一致し、製作したアンテナは小型衛星搭載の CP-SARアンテナとして必要な性能を有
することを確認した。本研究の成果は、今後、地球観測用小型衛星 SAR の技術発展に貢献すると考えられ
る。 
本研究においては、原著論文（筆頭著者）2 編、国際学会論文 9 編、国内学会論文 2 編を既に発表してい
る。 
 
2019年 7月 16日に公開論文発表会・本審査委員会を開催し、論文発表と質疑応答及び審査が行われた。 
2019年 7月 12日に本論文に関して剽窃チェックを行い、問題がないことを確認した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
